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京都大学芦生演習林モンドリ谷集水域の林分構造

iJJ中典和・松本 -大島有子・ J11主15辺三郎

Stand structure of Mondori-Dani Watershed， Kyoto University Forest in Ashiu. 

Norikazu YAMANAKA， Atushi MATUMOTO， Yuko OSHIMA and Saburo KAWANAおE
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天然林の動態念集水域l'iif立で:長期i削減u3をする自HtJで京都大学戸生波留林，上谷の…支流のよそン

ドリ谷集水J~に 16ha の調査ほを設定し，林分持jtj丘及ひ事|閣系列に沿った樹穂及び林分構造の変

1tについて淵授を行ったo な紡糸l立以下のi盛りである。
1 ) Jl旬高政径でlOcm以上の木は，集水域全体で51犠， 8241本みられた。アシウスギが最も優

J:iし，ブナ，ミズナラ，ミズメが統いた。 腕i衛i度径でi土トチノキの149.2cmが故大であった。

2 ) 主な1~出櫨の i度続分1'11は陽樹も i設樹もほぼL 却の分布を訴した。しかし， r場t~J の小控木

の生育場所は林組ギャッブに依存していると考えられ，調査林分は様々なj謹移段階のモザ

イクから成り立っているものと考えられた。

3 ) 金調査水の約10%に{お答が認められた。またアシウスギでは自!日査木の37%がクマハギの

被告:を受けており，クマハギはアシウスニ\~.の援裂な枯死袈|主!となることが示唆された。

4 ) モンドリ谷集7Jd或では，斜閥系列に沿ってf張市樹換が述統的に変北した。斜聞の下部で
は主にブナが， q::J~上部では去にアシウスギが{琵 I与した。 トチノキ，サワグルミは主に全長

者1¥をql{、に出現した。

5 ) 余5¥悩i系列に沿って林分構造は変化した。出現組数には大きな変化はなかったが，本数街
}貨や材績は斜閉そ上るにつれて噌加した。これにはアシウスギの分布が大きく関与してい

るものと考えられた。

1.はじめに

天然林のrrr}J態は，従来より，…時間断Tlliにおける森林構造からの披定，年輪や花粉分析等によ
る過去の推定，奴WJmlの測定1[1白からの外j乳時間ll~h を~fIlJ 的な配ダIJ に j置換することによる抗定等

の方法により研究が進められてきているが，これらの桝査では，森林のますJきを共体的に検証する

には到らない。現実には，符iな現象が森林の動態を左右している可能性も汚定できず， 10if~-100 

年単位の長期的なモニタリングが必要とされる。また，林冠水の;fili)iEパターン，さらにはi潟水粧

の倒{料作動態を精度よく綿査してゆくには， ha単位の大i面積溺j査地を設定しなければ，十分な個

体数を確保することが困難である。このような点から，現在，天然林のー「大限縦長期継続研究J
の必要性がI羽1.ばれている九

大磁総長期継統研究はさまぜまな場所で行われており，アメリカの NationalScience 

Foundation (NSF)が1979年から始めた LongTerm Ecological Research (LTER)では，北ブJ
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&1紫紺林， i.晶Ji背針葉樹林， jJZf背広葉樹林，熱帯林等を対・象に継続的な澗査を行っている制。また

パナマのBarroColorado Islandの熱千百1林では， 50haの永久前j査誌をもうけ，直読 1cm以上の樹

木をすべてマーキングすることにより，森林の動態i-観測.lvf究している制)ほか，マレ…シアの

Pasohでも， 1985年から， 50haの保木翻査が続けられている。

日本では，成熟した森林での継続的センサスは少ない。 前場111ブナ林 (0.08榊0.22ha戸，康久島

Jl百葉樹林 (0.44ha)訂，カヤノ平ブナ林 (6.25ha)8)，大かが涼ブナーウラジロモミ林 (0.8ha)等で

継続的セン4j・スが行われているが面積的に小さいものが多い。しかし，近年は天然林の大関輸長

期継続研究への関心がi弱まり，各地で問機の試みがI1f.J~f:ìされつつある 9)附九

京都大学ミ演73林においても天然林の動態については，命令講j主解析12iや祁;樹の動態同14)にj英l

する研究の他， I悶溜定鰐様:準i地也を設定しての継統綿査

しカか、し，それらは例えば数十年間jの観察にもとずくものではない上に， Tlii続的に小さく， J::}付

林j託を構成する樹木の生活史や，撹乱と干等生をj現じた森林の!fQ)態を的確に把握するには不十分な

ものである。従って，芦生波留林においても天然林の大関新長期継続おiJf究が必裂であると考える。

…方，自主1立の山地では大I首都の欄資区を設定しようと試みると，様々な地形が含まれるのが普
通であり，地形の変化に伴いその植生も変化する O このため複数の地形，植生を含み且つ，ある

地域の森林を代表する恭本単伎として， J忍根に閉まれた集水域という単位で鱗査i玄合設定する

が適当であると考えた。また集71<域1科技で森林の恕J態を把J践する司王は，集水域単位での物貿循環
や，さらには流域管現を考える|擦にも裁礎的な情報となり，重要:であると考える。

本研究ではLU:li!!.小流域における冷識幣天然材、の動態を長期問調査するための第…段!ヰ?として，

淵資援を設定するとともに，翻資iまの林分構造及び，奈1-前i系列における樹糠ゃ林分有If.j去の変化に
ついて検討を行・った。

最後に，有設な助習を]貰いた森林生態学研究議の右・坪五郎紳士，芦生演習林の大使{誠一博士，

並びに捌資ほの測量に御協力強いた芦生演習林の是正培久樹氏，大牧治夫氏，部l査の手伝いをして

環いた森林生態学研究援の高谷加美子子氏はじめ御揚力lJiいた芦生i武官林と森林生態学研究家の皆
様に探く感謝する。なお本研究でのデータ処理佐ぴに言l'訴は京都大学大型計算機センターのシ
ステムを利用した。

2.調査地の概要

澗査は，京都市の北東部に位置し，福井，滋賀両県に識した京都大学戸生出現林の第18林班モ

ンドリ谷集水域で行った。芦生演習林は日本海に流れる胤良川のiJJj{流に{立援し，標高は355mか

ら 959m の範i灘内にある。線高の低い地域の地形は急峻で傾斜が30~40皮のところが多いが，制

査11!!であるモンドリ谷集水域を含む，北京音IIの由良Jlll段上流部は探高600~800m の穏やかな準平

成~犬になり ， :qt::lB.な谷が開けている。付近の地紫は古生j替の汁波帯と呼ばれる砂岩，泥場(頁岩)

の基J;gjに東部に延びるチャート!留を含んでいるヘゴ二壊は制包森林土が多く，大部分はややおと質

で腐食に宿み表土の!早い仏製に属するが，稜線や小尾根の乾燥地には BD-d刻土壊がみられる。

沢沿いには潟地的にBp，t B1' lli!土織がみられ，標高800m以上の稜線に狭いIIJ話でボドゾル化された

土壌も認められる

網地から約2km離れた長治谷作業i9T(傑i¥Ilj640m) の ~q:: :qt:均気識は1O~1loC，年降水最は

2895閥，結雪深は 2~3m前後であり， 1は2月半ばカか、ら 4月初めにかけて椴j怒欝にi関羽ざざ、される 1叫9ω}

芦E生主i話波1災:智林は臼本i海怒主担!!と太平洋:挫巴の気f紋決庶}帝市の移行?滑持に位i綬泣しL，椴生生:も楳高6ωO∞Om1小付付Yすすj'，近!丘2を境とし
てコナラ，ウラジロガシが多くみられる綬有??奇襲広葉樹林からブナ，ミズナラを主とした冷楓帯
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部猿泣;葉樹林に移行する加)。

制:J1i:J血であるそンドリ谷集水域は標高688.7m-836.5m の範ITIl にある。 ti立~t殺はブナが{長 rtj す

る冷il;l;:W沼紫!去紫桝林刊;に属し，伏条により更新するアシウスギが多く gと宵している。制:J1a車一
部:は 1924年に波野~*が設定されてからは，伐採その他人為の総務は受けていない。また演習林設

置以前にも大きな悦訴しは受けていないと考えられ， 1源相状態にあるものと考えられている O

1)0 

Phot. 1 The aerophotograph of Monclori-Dani W日tershed.
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3.調査方法

3-1 澗指区の設定と J1l! 7r~1ま分

1992年4月から 6月にかけて，コンパスをfflいた水平iI¥lJ:監を行い，モンド 1)谷集水域全体会

辺の長さ 25m の iE方 JI~のサブプロット 2561図(合計16ha) に分割した(関- 1) 0 il司法は集水域
の出口近くにある概高688.7mの水飴点 (A-0) をき!$点として2001交のブJffjに法線を引き，それ

をもとにilliJ設をj態めた。

また制査低金域を踏査し，地i玄i を併用して，サーブプロット毎心地JI~を以下の 7 つに分鎖した。

1.谷部 (Bottom:B)一一普段平阻部がサブプロットの広い而績を占める。

2.斜閣下音11で，…音11容を含む (Bottom-トLowerpart of slope: BLS)ーーサブプロットの"'1

を部分的に谷が通るが，谷!まは平担割iが;怒号いか成いはごく狭い。

3.斜部下部 (Lowerpart of slope: LS) 

4.余il部中部 (Middlepart of slope: MS) 
5. 会約百u二部 (Upper part of slope: US) 
6. ~手i 部上部で，…者1\1制誌を含む (Ridge十 Uppe1' part of slope: RUS)一一サブプロットの

中を部分的に!毛根がかかるが，島根平j旦音151ま無いか或いはごく狭い。

7. 1る根部(Ridge:R)尾根平:t.fl.

者1¥が広い部績を占めるo

/ 
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3-2 勾;水調査

1992年 7月から11月にかけ，

各サブプロット毎に)J句高直樫10

cm以上の水について保水制査を

行った。制望まはまずf詰H本識別の
ため水の;ttUf;付近にダイモテー

プで打った番号を打ちつけ，品l'

I主， )J旬後'ii夜筏，光環境，傷， クマ
ハギの有無について記鈍した後，

j向日記'jf.立援にi}Jミスプレーで1:[1をつ

けた。

光瑚境については，個体がお

かれている状況を大まかに把掘

するために，被)f.された水

(Sup1'essed T1'ee)であるか奈か

を捌べた。判断~JL懲は， -jごから

樹抵者1Iを見上げて，樹j訟の半分

以上が被If.されているか溶かで

ある。

長期的に樹木の枯死過程を糊

殺してゆくうえで，現在樹木が

被っている{拐容の状態を記録し

¥、

、、

ておく司手は であると思わ
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Table 1 Specie日compositionof Mondori匂0・DaniWaぬrshed(D.B.H. ~lOcm) 
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Abbrev. Density Mean Max おasalarea 
No./16ha(%) D.Iヨ.H.D.B.H. nf/16ha(%) 

(cm) (c田)

Fagus crenata ブナ 1"c 
Quercus crispul日 ミズナラ Qc 
13etula grossa ミズメ Bg 
A esculus turbinata トチノキ Al 
Acer sieboldianum コハウチワカエデ Asi 
Acanthopanax sciadophylloides コシアブラ Asc 
Acer mono var. mannoratum イヂヤカエデ Amo 
llex macropoda アオハダ 1m 
Carpinus laxザ10raアカシデ Cl 
Pterocarya rhoifolia サワグルミ Pr 
Sorbus alnifolia アズキナシ Sa 
Styrax obassia ハタウンボク So 
Fraxinus 1ω1Ugmosa アオダモ Fl 
Carpinus tschonoskii イヌシデ Ci 
Swida contl・oversa ミズキ SWc 
Clethra barvinervis リョウブ Cb 
11 cer rufinerve ウ1)ハダカエデ Ar 
Lyonia ovalifolia ネジキ Lo 
Prunus grayana ウワミズザクラ Pg 
Cιslanea crenataク1) Cc 
Styrax japonica エゴノキ Sj 
M agnolia obovata ホオノキ Mo 
Acel・micranthum コミネカエデ Ami 
Acer nipponicum テツカエデ An 
Cercidiphyllum japonicum カツラ CEj 
Magnolia salicifolia タムシパ Ms 
Acer japonicum ハウチワカエデ Aj 
Carpinus japonica クマシデ CAj 
Fagωjaponica イヌプナ Fj 
Stuartia pseudo-c立meUiaナッツバキ Sp 
Hamameris japonica var. obtusata γ)J;バマンサク ]-jj 
Hydrangea paniculata ノリウ、yギ Hpa 
Kalopanax pictus ハリギワ Kp 
Lindera erythrocarpa カナクギノキ Le 
Sorbus commixta ナナカマド SOc 
Chamaecyparis obtusa とノキ Co 
Aralia elataタラノキ 人0

13enthamidia japonicaヤマボウシ ちj
Hydrangea petiolaris ツルアジ11'イ Hpe 
Ilex pedunculosa ソヨゴ Ip 
Rhus trichocarpa ヤマウルシ IU 
Pieris japonica アセピ Pj 
Wisteria floribunda フジ Wf 
Schizophragma hydrangeoides イワガラミ Sh 
Malus tschonosluiオオウラジロノキ お'1t

Symplocos corena タンナザワフタ4" SYc 
Euonymus oxyphyllus ツザパナ Eo 
Daphniphyllum m日cropodumエゾユズワハ Dm 
Tilia japonica シナノキ Tj 
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れる o1努答の基準は，恭本的lこ，外観からみてj夜i朽そ伴っているものとし，幹{お，幹折れ，大枝
枯れ，根返り等，自だつものについて記銘した。 fおがなくても立ち枯れ寸前のものについては記

録したO

また芦!;j:演習林では樹木が被る傷容のなかで，ツキノワグマによるスギの樹幹剥皮(いわゆる

クマハギ)被答が激しく，人工林，天然林火:に大きな影響を受けている副総。このことは当地の森

林の動態を考えるよで、も重要な要議となる。そのため，樹木が被っているf諺のなかでもクマハギ

についてはよ述の傷害と区別して記録した。

学名は佐竹ら回路，)に従った他，幹材裁はj胸高直控から以下の式を用いて計算した。

ス平(ヒノキ)1羽田 1/日口1.32/D+0.0189

Vs口 0.0780(D'H)O畑

広葉樹的 l/H口 0.604/D+0.0345(D;:;;;4.5cm) 

Vs口 7.30X 10→(D2 H)O制

4.調査結果及び考察

4 -1.調査地全体の種構成

表-1に調査地全体の税構成を示した。全体では)j旬高i直後10cm以上で，日韓8241本の樹木が記

録された。本数割合ではスキ、が全体の49.9%を出め，最も俊市していたO以下，ブナが13.9%，

ミズナラが3.3%，コハウチワカエデが2.9%，ミズメが2.8%の)11読であった。胸高断関樹合計でみ

るとスギ、が全体の59.0%と最も多く，ブナが16.7%，ミズナラが6.8%，ミズメが5.1%，トチノキ

が1.4%の)11買に犠出した。故大i夜筏に靖国すると，トチノキの149.2cmが最大で，以下ミズナラの1

44.5cm，スギの137βcm，ミズメの121.7cm，カツラの1l7.6cm等がみられた。

4 -2.犠毎のE室経11皆別本数分布

腕高lifrilli組合計で使占するよ位10穂について， 1変筏惜別の本数分布を示したものが随一 2で

あるo いずれの種もほぼL裂のサイズ分布をしめし， 16haの集水域という単f立で樹木のサイズ

分布をみると， I場樹と考えられる犠も陰掛と考えられる離も拘様に，安定的に後継木が供給され，

個体若手が維持されているものと考えられる O しかし，陀じL型分布でも諮問に援があり，例えば

アシウスギ，ブナ，ミズナラ，ミズメ等は50cm以上の大掻木がかなりの割合で存在するが，コハ

ウチワカエデ，コシアブラ，アカシデ，アオハダ等は50cmを越えるものはほとんど存租しなかっ

た。

また，あるサイズクラスにおける被圧水の割合は，そのサイズの個体がおかれている光環壌を

知る目安として考えることができるO そこで， 1潟水憾には迷していないと思われる胸尚道館が

10cm~20倒の似体に畿日し，被!玉木の割合をみると，その若木が潟水穏に迷するまでどの織な光

条件のもとで生育しているかが推定できる o{:愛15醜110棋について夜径lOcmクラスの被在水舗合を
見るとff主も割合のi弱かったものはアシウスギの84.1%，次いでアオハダ (68.7%)， トチノキ

(66.7%) ，ブナ (60.4%)の}llt{であった。これらの樹木は比較的耐絵性が強く，若木の段階では

他都i体の被任下で生きながらえて，ょが疎開するのを待っているものと思われる O 特に当地方の

アシウスギは伏条覧車~rを行っている地，アオハダの後継*もその大部分が萌芥によって生産され

たものであることから，これらの犠では被庄下での更新において栄議繁殖がかなり重要な役割を

はたしていると考えられる O 逆に，最も被服水割合が低かったものはミズメ (28.4%)，アカシデ

(31.5%)等で，これらの穂では皆木段階から光条件の良い環境下におり，侍らかの嬰剖で生じた



69 

林j話ギャップに依存して生育しているものと考えられる。従って， I場:t~j で，閉鎖林冠1どには通常

後継木が存在しないと考えられるミズメ等の際経分布においても，後継ァド;が連続して存税する L

111.を示しているのは， 16haという澗査当if刻々に，様々な選移段階の小林分をfすんでいるためと考

えられる。

Fc むj
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倒
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o B H. (cm) 
Fig. 2 Diameter distributions of dominant specios. Solid colums indicato suppressed 
trees. Abbreviations are lisぬdin Tab!e 1. 
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Species 

frable 2 Species composition of damaged trees m.B.H. ;;;lOc剖)

Non-damaged tr叩昂 Damaged trees市 Bear damaged trees 
No./16ha No./16ha (%) No./16ha (%) 

Fagus crenωa プナ
Quercus crispula ミズナラ
Betula grossa ミズメ
Aesculus turbinata トチノキ
Acer sieboldianum コハウチワカエデ
Acanthopanax sciadophylloides コシアブラ
Acer mono var. marmoratum イタヤカエデ
Ilex macropoda 7 ;jノ、ダ
Carpinus laxiflora アカシデ
Pterocarya rhoifoliaサワグ)vミ
Sorbus alnifolia アズキナシ
Styrax obωsia ハタウンボク
Fraxinus lanuginosa アオダモ
Cωpinus tschonoskii イヌシヂ
Swida controversa ミズキ
Clethra barvinervis 1)ヨウブ
A cer rufinerve ウリハダカエデ
Lyonia ovalifolia ネジキ
Prunus grayana ウワミズザクラ
Castanea crenata クリ
Styr仏τjaponicaエゴノキ
Magnolia obovata ホオノキ
Acer micranthum コミネカエデ
Acer nipponicum テツカエデ
Cercidiphyllum japonicum カツラ
Magnolia salicifolia タムシパ
Acer japonicum ハウチワカエデ
Carpinus japonica クマシデ
Fagus japonica イヌブナ
Stuartia pseudo-camellia ナッツバキ
Hamameris japonica var. obtusata マ)Vパマンサク
Hydrarぽeapaniculata ノ1)ウツギ
J(alopan仏τpictusハリギリ
Lindera erythrocarpa カナクギノキ
Sorbus commixta ナナカマド
Chamaecyparis obtusa ヒノキ
Aralia elata タラノキ
Benthamidia japonica ヤマボウシ
Hydrangea petiolaris ツ)vアジサイ
flex pedunculosa ソヨゴ
IIhus .trichocarpa ヤマウルシ
Pieris japonica アセピ
Schizophragma hydrangeoides イワガラミ
Malus tschonoshii オオウラジロノキ
Symplocos corena タンナサワフタギ
Euonymus oxyphyllus ツリパナ
Daphniphyllum macropodum エゾユズリハ
Tilia japonica シナノキ
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4 -3.傷害を持つ例体の割合

を持つ{間体の割合を表-2 (こ示す。集水域全体で認可査水8241本中に845本， 10.3%の木に

クマハギ以外の傷害が認められた。{愛11:1穂の{拐容木割合はアシウスギで9.9%，ブナで7.7%，ミ

ズナラが11.5%，ミズメが8.2%となり，ほぽi制緩皮の11母体に1tl答が認められた。またネジキや

タムシパ等で備容木の割合が高かった。クマハギ被害については，被害木の庄倒的多数はアシウ

スギであり，アシウスキ、全イ本の37%にクマハギ

被害が認められた。アシウスギでは百1103緊水の46

%がクマハギ被あるいはその1也の傷容を受
けている似イ本であった O そのf也， ヒノキ， ミズ

ナラ，サワグ1レミ等の樹木にもわずかながらク

マハギ被害木が見られた。このような外観から

みて判断できるような協警の他に，内部腐朽を

起こしている桐体がどの税!支の割合を占めてい

るかが陀j笹点として残る O しかし，森林の動態

を都べるよで，すでに存在している傷努の有無

がどのように樹木の枯死に影響してゆくのかは

興味ある問題で，今後調査を震ねてゆく必望さが

ある O

IjgJ -3にアシウスギの夜控階VIJ本数分布をクマハギ被害の有無に分けて示した。胸衛政筏で10

~20cm代で、はクマハギ被容は少ないが， 30cm代で被搭率が50%を結え， 60cmをこえると90%以上

がクマハギ被擦を受けていた。このようなクマハギ被容を受けた側体の多くは，斡の内部にまで

縞朽が進んでおり， 35・答や強風によって腐朽部分で幹折れをおこしている11母体も多くみられる。

またクマハギ被害が著しい場合には庇接11団体の枯死にいたる場合も多く，当地方ではクマハギは

アシウスギの枯死袈lき!としてi夜接， r日j接に大きな役割を:!f，とたしているものと考えられる。しかし，
アシウスギはその膨大なクマハギ被害にもかかわらず， L型の安定した分布をしている。またア

シウスギの樹沼下にはアシウスキ、の伏条椴樹が後継水として存在している聞ことから，

いては，アシウスギはクマハギ被害を協常的に受けつつ，安定した偶体群の維持が行われている

ものと考えられる。
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Fig. 3 Diameter distribuLion of Cripto-
m官riajαponicαvar.rαdicans. 
Solid colums indicaωbear 
damaged trees. 

にお

地形と樹磁の分布及び林分構造の関係

1~1.- 4 ，表-3にモンドリ谷集7j<域の地形区分を行った結染を示す。宅全部の稲積がi訟も少なく

0.94haで全体の5.9%を占めた。逆にi訟も間続が大きかったのは斜面1:¥1音[iで3.94ha，24.6%を占め

4-4 

た。

l濁-5 (こ， IJ旬高時Ji'閣和合計で憐Jl:iJIIH位の高い10殺(アシウスギ¥

チノキ，コハウチワカエデ，コシアブラ，イタヤカエデ，アオハダ，

ミズキを加えた12羽田〔の i山I~JJU:iJl均本数後}支を訴した。

アシウスギの平均本数秘皮l土谷部が故小で、16*/ha，斜面を上がるにつれて地加し，尾根部で1壮

大協494.9本/haを示した。主に1副長部を111心に分布する識といえるであろう。アオハダもアシ

ウスギ、とi可械に，b'6根部にゆくほど本数議!皮が高くなった。

ブナ，ミズナラ，ミズメ，

プカシデ)にザワグjレミと
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Fig. 4 Topographic classification of Mondori-Dani 
Watershcd‘l:B， 2:BL8， 3:L8， 4:M8， 5:U8， 6: 

ミズナラ，コハウチワカエデ，コ

シアブラ，ミズメ，アカシデ;等は分

布の1捕は広いが，斜閣のよ者f¥を中

心、として分布する績とみられ，谷

音1¥では本数樹皮は少なくなってい

る。

ブナ，イタヤカエデも谷部から

尾根古11まで分布は見られるが，

に斜I荷下部を中心、とした分布告?お

した。サワグルミ， トチノキは会;1

部下部から谷部にかけて分布が見

られた。

これらの紡糸は， r天然林の生態J
研究グループが，芦生演習林にお

ける，乾i毘皮勾配にwう植生の変
化を澗ベた結来剖}とほぼ…致した O

しかし， r天然林の生態Jも初研iJ!げヲ究Eグlルレ一
ブプ。のA紡布染でで、iは立アシウスギギ、は紛i悶視野昂投tど'1

のところに分布のピ一クをもち，

よりl乾車乾2性な場所では討出j現娘j皮支がf抵止
RU8，7:R， Abbrcviations are listed in Table 3. 1γずしているのに対し，今聞の結果

では培線筋にるまでアシウスギ

の'街j支は増加を統けた。これは，よそンドリ谷集水域の地根は王子尾根であり，クロソヨゴやネジキ

が{愛おするような捜せ尾根i制限が見られなかったためであると考えられる。

腕商法:筏lOcm .l-J、上の木について，地J~7JIjのサブプロット当り平均積数を閲- 6 - (A) に示し

た。種数は，谷部で最も少なく，サブプロット (O.0625ha) ~たり 6.7績であった。斜福音11はそう

変わらないが，尾被告1¥はやや多く 9.8穂みられた。 ff立かな還ではあるが，宅予告1¥は少なく， J芯根筋で

やや多くの換が見られる傾向がみられた。

Tablo 3 Topographic classification of MondorトDaniWaiorshed. 

Topographic iype Abbrov. 
No. of Area Area 
sub (ha) (%) 

Bottom β 15 0.94 5.9 

Bottom + Lower part of slope BL8 37 2.31 14.5 

Lowcr pari of slope L8 32 2.00 12.5 

Middle part of slope M8 63 3.94 24.6 

Upper pari of slopc U8 24 1.50 9.4 

Ridge十Upperpart of slope RU8 41 2.56 16.0 

44 2.75 17.2 

Total 256 16.00 100.0 
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1;g1-6- (日)に池形別のha~ り平均ヱ~~を

示した。柱部がij之も少なく 195.2本/ha，斜却を

kがるにつれて次第に地加し，が1.IIII '1'部では

498.3本/ha，尾根fyl)が784.4本/haで故大とな

り，谷音I¥tこ比べて約 4倍の本数街皮を示した O

最大俗としては， Iも紋者11で1280本/haという本

数秘j立を不したサブプロットが見られた。

1;g1-6- (C) に， Jil!. 11~VIjの ha当り平均落踏

を訴した。 #~7Jく域全体の平均は368.9 m'/haであっ

たが，苓部で207.2m'/ha，斜稲下部で-者11脊を

含むところがi訟も少なく 186.2m'/haであった。

それより上では斜而をよがるにつれて鳩加し，

尾根部が故大で平均598.2m'/haの蓄積を訴した。

故も謀総の少なかった斜謝下部…部谷に比べる

と，地根音11'立がg3般の蓄艇がみられた。

集水域全体のi&高では，J引岐部で1031m' /haの

を示したサブプロットがみられた。 -11-ブプ

ロットのiiii和は小さいながら (0.0625ha)，この

1ijlUま芦演習林i人jで桝査された祷新資料部聞の'.11

でも紋大クラスに属している。また当地域での

本数密度や幸子較は，スギのi長，51立と関係がある
ことが指摘されておりベ今聞の紡糸でも，斜捕

をJ二るにつれアシウスギのf愛，J;)支がよ自力nし，
体の本数そも:皮ゃが増加する傾向認められた。

このように砧根tm)とお部を比較すると尾根音11

に於いて，ヌド数密度，落日!1等が高くなる傾向は，

芦生淡溜林の全域で認められる傾向仰であると

ともに，スギ¥ビパを伴うJ令j晶子if林でも開様の{ば
|勾が得られている 11)ことから， I忍線部にスギや

ヒパ等の針葉樹が/J'r現する森林の v ・9訓告鎖iおjと考えられる。
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Summary 

To inve日iig-etethe long-司termdynamics of cool temperate climax forest， 16ha study plot was 

set up at the Mondori心aniWatershed (35' 20'N， 135' 44'E， 688.7-836.5m elevation) in 

Kyoto University Forest in Ashiu. This paper analyzed the stand structure and spatial 

distribution of trees. The r日sultswere as follows 

1. The fore日tstudied consists of 51 tree species and of 8241 trees over lOcm in DBH. Thむ

dominant species w巴reCryptomeriαj匂)onicαvar.r，αdicans， F，αgwヲcrenatα，Quercus 

crispula，βetulαgrossα.ル'laximumDBH was 149.2cm of Aesculus turbiバαtα.

2. Both shade tolerant and shade intolerant species showed L-shaped DBH distribution. Th巴

habitat of sapling-s of shade intolerant species was supposed to be restricted to canopy 
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gaps. This indicate that the forest consists of mosaic of a variety of successional stages. 

3. About 10% of all trees studied over 10cm in DBH were injured. And about 37% of 

Cryptomeria jα:ponica var. rαdicαns were damag巴dby the japanese black bear 

(Selenαrctos thibetαnus jαponicα). Black bear damage was supposed to be important 

mortality factor for Crッ'Ptomeriαjα:pomcαvar.radicαns. 

4. Dominant species were gradually changed along moisture gradient. Cryptomeriα 

jαponica var. radicans was dominated on the upper part of slope. F，α8μs crenαtαwas 

dominated on the lower part of slop日.Aesculus turbinatαand Pterocαryαrhoifoliαwer記

found mainly on the bottom. 

5. Stem density and stock were increased ascending the slope. Distribution of Cryptomeriα 

jαponica var. nαdicαns was supposed to contribut日thechang巴instem density and in 

stock. 




